
 

２０２１年度入学者選抜の変更に関する予告 

 

平成３０年１０月 

大  阪  大  学 

 

 本学の入学者選抜について、「学力の３要素」（「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」

「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」）をより多面的・総合的に評価するもの

へと改善するため、２０２０年度に実施する２０２１年度入学者選抜から、入学者選抜実

施方法等の一部を次のとおり変更します。 

 

１．入試区分 

 多面的・総合的な評価の観点からの改善を図りつつ、各々の入学者選抜としての特性を

より明確にする観点から、「一般入試」を「一般選抜」へ、「ＡＯ入試」を「総合型選抜」

へ、「推薦入試」を「学校推薦型選抜」へ、入試区分を変更します。 

 

２．一般選抜 

（１）大学入学共通テスト（以下「新テスト」という。） 

①一般選抜においては第一次試験として、高等学校等における基礎的教科・科目につ

いての学習の達成度を測るため、原則５教科７科目（学部・学科等により科目は異

なります。以下、同じ。）を課します。 

 

②新テストの５教科７科目を課す原則の下、記述式問題を含む国語及び数学を、一般

選抜の全受験者に課します。 

国語の記述式問題は、段階別成績表示を点数化し、マークシート式の得点に加点し

て活用します。 

数学の記述式問題は、従来のマークシート式と同様の取り扱いとします。 

 

③新テストの枠組みにおける５教科７科目の位置づけとして、独立行政法人大学入試

センターが大学入試英語成績提供システムへの参加要件を満たしていると確認した

資格・検定試験（以下「認定試験」という。）を一般選抜の受験者に課すとともに、

２０２３年度までは、センターの新テストにおいて実施される英語試験を併せて課

します。 

認定試験の成績は、本学への出願資格として活用し、出願資格の具体的な基準は、

ＣＥＦＲの対照表において「Ａ２」レベル以上とします。なお、今後、特別な事情

等により認定試験を受験できない場合等の取り扱いについても検討し、今年度中を

目途に公表する予定です。 

 

（２）個別学力検査（二次試験） 

①論理的思考力・判断力・表現力を評価するため、高度な記述式問題を出題します。 

②学力試験によっては測ることのできない能力や態度をより適切に評価する方法につ

いては、本学のアドミッション・ポリシーに掲げる人材像を踏まえ、新学習指導要

領に移行した後の２０２５年度入学者選抜に向けて、検討を進めていきます。 

 

３．総合型選抜及び学校推薦型選抜 

 総合型選抜及び学校推薦型選抜における新テストの取り扱いを含む対応については、今

年度中を目途に公表する予定です。 

 

（以 上） 


